
職場紹介:港湾技術研究所地盤改良研究室

1 .研究所の概要

運輸省港湾技術研究所土質部

地盤改良研究室長 寺師自明

ジオテキスタイル関連の研究を実施している研究機関を紹介する手始めとして. r筆者の
研究室について一文をしたためよJ.というのが編集者からの依頼である。

研究所の概要からスタートしよう。運輸省港湾技術研究所(略して，港研と呼ばれる)は，

横須賀市久里浜の地にある。黒船で有名なペリー提督の上陸地点は研究所のすぐそばである。

本研究所は運輸省直轄の国立試験研究機関で，港湾の整備運営と空港土木施設の整備にかか

わる技術的課題を解決することを目的として設置されている。組織の構成は，所長，次長の。もとに，水L 海洋水理.土質，構造，計画設計基準.機械技術の6研究部とそれらを支援
する企画，管理.情報センターの3部門から成り，研究部には広範な技術課題をカバーする

ために30の研究室と複数の主任研究官がおかれている。研究所の歴史はその前身である鉄道

技術研究所第七部港湾研究室の発足から数えると45年.港湾技術研究所という名称をとるよ

うになってからでも30年である。
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2 .土質部の研究

[ 構造部

! 計画設計基準部

i 機械技術部

情報センター

土性研究室

動土質研究室

地盤改良研究室

基礎工研究室

地強調査研究室

滑走路研究室

主任研究官

港湾の建設，ウォーターフロント開発，海洋開発，あるいは.関西，羽田，そして，成田

に代表される空港の建設等を実施していく際，地味で目立たないが.土質に関連した問題が

いつも付随している。土質部は，土性，動土質，地盤改良.基礎工，地盤調査，滑走路の6

研究室と 5人の主任研究官とから構成される。各研究室は常に 4"""'5の研究課題に取組んで

いる。この様な課題は 3年程度で完結することをおおよその目安とする実施項目である。個

々の実施項目はもっと大きな研究の流れ(完結に10年近くを要する)の一部を構成すること

もあるが.港湾建設局などからの緊急の要請に応えて 1年程度で答を出すことを目標とする

ものもある。
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MT  S (マリンテキストラクチャー)推進協議会

四方を海に固まれた我が国において、海洋の開発とその環境の保全は重要な課題である。

最近では、マリンレジャー施設、海上立地型廃棄物処理施設、洋上備蓄基地など数多くの

海洋開発プロジェクトが計画あるいは具体化されているが、このような工事においては、施

工性、海水による腐食等に対する耐久性に優れた建設資材が必要となる。また、港湾内の静

隠性確保、海岸の浸食防止のための堤防、護岸等の構造物には、現在主として鋼材やコンク

リートが用いられているが、環境の改善という点から自然と調和した新しい素材の開発も望

まれている。

MTS推進協議会は、繊維(テキスタイル)業界と建設(ストラクチャー)業界が中心と

なって海洋(マリン)の開発と環境保全のための繊維あるいは繊維をベースとした複合材料

を利用した新技術・新工法の開発、実用化の推進を目的として1990年 2月に設立されたもの

である。

当協議会は、繊維メーカー16社、ゼネコン 8社及び官界・学界の学識経験者により組織さ

れている。これまでの主な活動内容は、以下のとおりである。

1.セミナー活動

MTS関連の技術開発動向、市場動向等に関する情報の収集・交換のため、

.官界・学界の学識経験者によるMTSに関する講演

.MTS推進協議会参加各社の保有技術 (MTS関連の研究開発状況、海洋の開発・環

境保全のための繊維あるいは複合材料の適用事例など)の紹介

から成るセミナーを計5回にわたって行った。

2.第1次専門分科会活動

規格・評価、構築材、環境保全の3つの分科会を設置し、文献調査等により以下の作業を

行った。

・規格・評価分科会:繊維あるいは複合材料の試験法に関する国内外の規準の整理、海

洋分野で利用可能と考えられる繊維あるいは複合材料製品の一覧リストの作成

・構築材分科会:橋梁、桟橋等の海洋構造物の構築材(補強材、緊張材等)としての繊

維あるいは複合材料の利用技術の現状の整理、問題点の抽出

・環境保全分科会:汚濁防止、洗掘・吸出し防止、波浪制御、流砂・漂砂制御など海洋

の環境保全のための繊維あるいは複合材料の利用技術の現状の整理、問題点の抽出

3.海外におけるMTS関連技術の実態調査

海外の海洋における繊維あるいは複合材料の利用技術に関する研究開発、実用化の状況調

査、海外の技術者との情報交換を目的としてアメリカ、ヨーロッパに調査団を派遣した。

4.第2次専門分科会活動

セミナー活動、第1次専門分科会活動、海外におけるMTS関連技術の実態調査の結果等

をもとに、廃棄物処理、環境制御、水質浄化のための繊維あるいは複合材料を利用した新技

術・新工法の提案を目的として、現在分科会活動を行っている。当分科会活動は、 1992年 3

月で終了し、その後は繊維メーカーとゼネコンが共同で、提案された新技術・新工法の実用

化を図るための研究を実施していく予定である。

事務局 日本化繊協会; 鹿島 鬼木剛一
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